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発表者タイトルNo.

平野快(西日本技術開発)３次元データを活用した河川環境の整備と保全の取り組み1

山本一輝(福岡工業大学)空撮画像を用いた干潟性ハゼ科魚類の分布予測と地図化2

坂口幸太(八千代エンジニヤリング)「九州の川づくり心得集」による技術伝承の取り組み3

髙木洋輔(東京建設コンサルタント)巨瀬川における多自然川づくり4

城島健(九州環境管理協会)巨瀬川の価値への気づきを促す環境学習会―地域と自然をつなぐ多自然川づくりへの試み5

髙田 浩志(九州大学)吉尾川における多主体共創による川づくりの実践6

程楽添(九州大学)環境DNAを使ったヤマノカミの分布と季節的動態7

野口颯大(福岡工業大学)福岡県日本海のアマモ場で確認された魚類とその出現特性8

松島宏太(いであ)球磨川八の字堰の復元により再生された瀬において再確認されたカジカ中卵型の生息状況9

齋藤健斗(九州大学)緑川水系の山地渓流から扇状地河道区間における魚類相の特徴10

福田圭希(九州大学)横断面形状の違いが魚類相分布に及ぼす影響～巨瀬川における B/H 指標の有効性～11

山﨑庸平(九州大学)流域横断河川がもたらす希少魚類生息場機能～花宗川・山ノ井川の事例12

北輝斗(九州大学)魚類を指標とした歴史的空石積み護床工の環境機能13

三好皓大(九州大学)中小河川における流域の土地利用と洪水氾濫特性の関係～上西郷川の事例14

亀山柊宇(九州大学)伝統的水田水路網の有する治水機能～益城赤井地区における現地観察と洪水流出シミュレーション15

羽田野将希(熊本大学)里地里山地域を対象とした二次林の斜面崩壊発生リスクの評価と生物多様性を考慮した優先的整備16

原田祥(熊本大学)球磨川人吉盆地区間における支川からの供給土砂による底質の変化とその要因17

武田佳明(熊本大学)自然共生サイトにおける谷津・谷戸湿地の維持管理の現状と今後の課題18

浅田寛喜(熊本大学)林内路網は斜面崩壊にどのような影響を与えているのか？ ～林内路網の有無と種類に着目した分析～19

清野聡子(九州大学)玄界灘の砂浜生態系管理の現状と課題20

河野祐子(九州地方環境事務所)九州地方におけるツマアカスズメバチの水際対策について21

川口琳太郎(熊本大学)緑川流域における外来魚類の分布状況と在来種への影響評価22

■ポスター発表
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乾隆帝(福岡工業大学)環境DNAパッシブサンプリング法を用いた対馬海峡における魚類のモニタリング1

Xu Chen(宮崎大学)降雨時に河川へ流出する環境DNAの分析に基づく水・陸生種の検出条件の検討2

伊豫岡宏樹(九州産業大学)2025年今津干潟のカブトガニ幼生適地の再評価と現地観測3

小孫一浩(九州大学)流域の人間活動は干潟の環境をどう変えるのか？ — 糸島半島2流域の比較研究4

土屋佳央(佐賀大学)都市鳥類から考えるランドスケープ管理：佐賀平野におけるカササギの営巣分布と生息数推移を事例として5

佐藤琢磨(熊本県立大学)SpeciesNetを活用した河川監視カメラ『くまカメ』の野生動物検知への応用6

田中亘(⾧崎大学)筑後川支流のフミン物質濃度の時系列変化及び土地利用との関係7

宮嘉良(熊本大学)ダム堆砂量予測モデルを用いたNbSによる堆砂抑制効果の評価8

⿁倉徳雄(九州大学)種の保存法指定種ハカタスジシマドジョウとセボシタビラに関する最新情報9

松木崇司(九州地方環境事務所)九州地方環境事務所による種の分布情報の共有の取組～土木工事等による生息・生育環境の消失を防ぐために～10

中武洋佑(九州環境管理協会)セボシタビラ復活から考える、これからの川づくり～産官民学協働を促す保全協議会の役割～11

林博徳(九州大学)五感で学ぶ川の恵みと共創型学習~九州大学流域システム工学研究室の実践12

河野玄貴(北九州県土整備事務所)紫川水系における豊かな川づくり～誰でもできる多自然川づくりを目指して～13

梅田真吾(遠賀川河川事務所)遠賀川におけるネイチャーポジティブな川づくりや災害復旧等の工夫事例について14

幡谷有翼(日本工営)熊本県境川におけるタナゴ類と二枚貝の保全に向けた川づくり15

宮良工(沖縄環境地域コンサルタント)沖縄地方における河川環境と自然再生に関する事例報告16

応用生態工学会九州地区会－令和７年度九州地区事例・研究発表会－
プログラム（予定）
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